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2012.August  水野嘉明 

集合に関する記号 
 

記号 意味 

a ∈ A ａは集合 Aの元（げん）である。 
（ａがＡに属する。ａがＡに含まれる。） 

a ∉ A ａは集合 Aの元ではない。（ａがＡに属さない） 

Ａ⊂Ｂ 集合Ａが集合Ｂに含まれる。（Ａが集合Ｂの部分集合である。） 
Ａ⊂Ｂというときは、Ａ＝Ｂであってもよい。 

Ａ⊃Ｂ 集合Ａが集合Ｂを含む。 Ｂ⊂Ａと同じ。 

φ 空集合 

Ａ∪Ｂ ＡとＢの 和集合（合併集合） 

Ａ∩Ｂ ＡとＢの 積集合（共通集合） 

Ａ×Ｂ 
ＡとＢの 直積集合。 各集合から一つずつ元をとりだして組に
したものを元として持つ集合。 
Ａ×Ｂ＝｛(ａ,ｂ)｜ａ∈Ａ,ｂ∈Ｂ｝ 

｛ａ,ｂ,ｃ,･･･｝ ａ,ｂ,ｃ,･･･を元とする集合 

｛ｘ|････｝ 
条件････に適する元ｘ全部の集合。 
････の部分は、ｘについてのある条件を示す式や文章である。

例： Ａ∪Ｂ ＝｛ｘ｜ｘ∈Ａ または ｘ∈Ｂ｝ 
     Ａ∩Ｂ ＝｛ｘ｜ｘ∈Ａ かつ ｘ∈Ｂ｝ 

∃

ｘ：････ 
ある元ｘについて、条件････が成り立つ。 
（条件････に適する元ｘが存在する） 
例：Ａ∩Ｂ≠φ は、∃

ｘ:ｘ∈Ａかつｘ∈Ｂ  と表わされる。 

∀

ｘ：････ 
任意の元ｘについて、条件････が成り立つ。 
（すべての元ｘが条件････に適する） 
例：Ａ⊂Ｂは、

∀

ｘ:ｘ∈Ａならばｘ∈Ｂ  と表わされる。 
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